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high stateにあるブラックホール連星では光学的に厚い降着円盤からの熱的放射が卓越していると考えられてお
り、観測されるスペクトルは多温度黒体放射 (MCD)モデルと power-lawモデルで良く表される。これまでの観測
から降着円盤の最も内側の半径RinはX線光度に関係なく一定であることも分かっている。しかしRXTE衛星に
よる観測でいくつかのブラックホール連星の非常に明るい時期ではRinが変動することが確認された。Kubota et
al. (2001, 2004)ではRinの変動がみられるGRO J1655-40とXTE J1550-564について解析を行い、MCD成分が
卓越する standard regime、MCD成分の一部が熱的電子による逆コンプトン散乱を受けた anomalous regime(また
は very high state)、降着円盤の内側の放射効率が低下して移流冷却が無視できない apparently standard regime
という３つの regimeをとることを報告している。
我々はブラックホール連星候補の一つである 4U1630-47について 1996-2004年の間にRXTE衛星によって観測
された５つの outburstについて解析を行った。その結果、4U1630-47もGRO J1655-40やXTE J1550-564と同
様に上記の３つの regimeで統一的に理解できる第３のソースであることを明らかにした。また、多くのブラック
ホール連星では very high stateのときにQPOが確認されており、QPO周波数とX線フラックスの相関が報告さ
れている (e.g., Revnivtsev et al. 2000)。4U1630-47についても時系列解析を行ったところ anomalous regimeで
のみQPOがみられ、他のブラックホール連星と同様にその周波数はX線フラックスと相関していることが確認
できた。さらにXTE J1650-500や SAX J1711.6-3808についてのスペクトル解析の結果も合わせて、high state
の統一的描像について議論する。


